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令
和
八
年
一
月
十
六
日
（
金
）
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
大
阪
　
銀
河
の
間
に
お
き
ま
し
て

「
令
和
八
年
新
年
互
礼
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
阪
市
こ
ど
も
青
少
年
局
の
局
長

を
は
じ
め
来
賓
十
四
名
を
含
む
約
百
五
十
名

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
市
子
連
結
成
七
十
周
年
記

念
式
典
を
執
り
行
い
、
子
ど
も
会
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
二
団
体
と
三
十
名
の

方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
新
年
互
礼
会
を
開
催
し
、

美
味
し
い
料
理
を
楽
し
み
、
話
も
は
ず
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
抽
選
会
も
あ
り
、

参
加
者
の
皆
様
は
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
感
謝
状
贈
呈
者

【
団
体
】

　
オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク
ラ
ブ
株
式
会
社 

様

　
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社

　
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
有
限
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ク
セ
ス
フ
ー
ズ 

様

【
個
人
】

北
　
　
区
　
井
　
城
　
雅
　
己

都

島

区
　
伊
地
知
　
　
　
章

福

島

区
　
金
　
尾
　
浩
　
樹

此

花

区
　
山
　
根
　
弥
　
生

中

央

区
　
大
　
谷
　
恭
　
子

西
　
　
区
　
牧
　
野
　
　
　
充

港
　
　
区
　
伊
　
瀬
　
義
　
仁

大

正

区
　
水
　
井
　
良
　
次

天
王
寺
区
　
西
　
村
　
伸
　
子

浪

速

区
　
竹
　
内
　
健
　
祐

　
　
　
　
　
橋
　
本
　
あ
ず
美

西
淀
川
区
　
濱
　
口
　
春
　
代

　
　
　
　
　
白
　
石
　
正
　
憲

淀

川

区
　
山
　
野
　
智
　
範

東
淀
川
区
　
西
　
　
　
昭
　
一

東

成

区
　
西
　
川
　
裕
　
之

生

野

区
　
福
　
田
　
健
　
二

旭
　
　
区
　
三
ノ
丸
　
克
　
巳

城

東

区
　
豊
　
島
　
加
　
代

　
鶴

見

区
　
寺
　
西
　
　
　
崇

　
阿
倍
野
区
　
青
　
笹
　
正
　
教

　
　
　
　
　
　
榊
　
原
　
敏
　
弘

　
住
之
江
区
　
官
　
能
　
千
　
絵

　
　
　
　
　
　
香
　
川
　
有
　
紀

　
東
住
吉
区
　
薬
師
寺
　
貴
　
宏

　
平

野

区
　
中
　
村
　
晃
　
次

　
　
　
　
　
　
今
　
井
　
光
　
久

　
西

成

区
　
小
　
川
　
和
　
男

　
　
　
　
　
　
後
　
川
　
義
　
和

　
鼓

笛

隊
　
山
　
本
　
悦
　
子

市
子
連
結
成
七
十
周
年
記
念

市
子
連
結
成
七
十
周
年
記
念

令
和
八
年
　
新
年
互
礼
会
を
開
催

令
和
八
年
　
新
年
互
礼
会
を
開
催
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北
　
　
区
　
大
淀
西
・
東

此

花

区
　
し
ま
キ
ッ
ズ

西
　
　
区
　
堀
江
子
ど
も
会

港
　
　
区
　
田
中
子
ど
も
会

天
王
寺
区
　
楞
厳
寺
子
ど
も
会

天
王
寺
区
　
生
魂
子
供
会

天
王
寺
区
　
真
田
山
子
ど
も
会

天
王
寺
区
　
四
恩
子
ど
も
会

天
王
寺
区
　
桃
陽
連
合
子
ど
も
会

西
淀
川
区
　
香
簑
歌
島
子
ど
も
会

西
淀
川
区
　
姫
里
子
ど
も
会

淀

川

区
　
木
川
連
合
子
ど
も
会

淀

川

区
　
三
津
屋
連
合
子
ど
も
会

淀

川

区
　
新
東
三
国
連
合
子
供
会

旭
　
　
区
　
城
北
子
ど
も
会
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
合
協
議
会

旭
　
　
区
　
中
宮
連
合
子
ど
も
会

鶴

見

区
　
横
堤
子
ど
も
会

鶴

見

区
　
榎
本
第
13
子
ど
も
育
成
会

鶴

見

区
　
榎
本
子
ど
も
会
育
成
連
合

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

鶴

見

区
　
榎
本
第
21
振
興
町
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
会

鶴

見

区
　
焼
野
連
合
子
ど
も
会

鶴

見

区
　
鶴
見
北
子
ど
も
会
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
合
協
議
会

鶴

見

区
　
鶴
見
連
合
子
ど
も
会

住
之
江
区
　
粉
浜
二
西
子
ど
も
会

住
之
江
区
　
新
西
三

住
之
江
区
　
西
二
東
子
供
会

住
之
江
区
　
三
西

住
之
江
区
　
高
燈
籠
子
ど
も
会

住
之
江
区
　
西
二
中

住
之
江
区
　
浜
口
子
供
会

東
住
吉
区
　
今
川
連
合
子
ど
も
会

東
住
吉
区
　
南
百
済
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
百
済
子
ど
も
会
）

東
住
吉
区
　
湯
里
連
合
子
ど
も
会

東
住
吉
区
　
北
田
辺
子
ど
も
会

平

野

区
　
背
戸
口
東
一
部
こ
ど
も
会

平

野

区
　
背
戸
口
東
二
部
こ
ど
も
会

平

野

区
　
背
戸
口
南
子
ど
も
会

平

野

区
　
背
戸
口
西
子
ど
も
会

平

野

区
　
平
野
西
こ
ど
も
会

平

野

区
　
平
野
西
一
部
子
ど
も
会

平

野

区
　
平
野
西
二
部
こ
ど
も
会

平

野

区
　
平
野
西
三
部
子
ど
も
会

西

成

区
　
玉
出
子
ど
も
会

八
月
八
日
　
子
ど
も
会
の
日
　
清
掃
活
動
参
加
子
ど
も
会
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順
延
と
な
っ
た
十
一
月
二
日
は
、
快
晴
の

下
で
準
決
勝
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開

催
！

　
白
熱
し
た
大
熱
戦
の
末
、
見
事
優
勝
に
輝

い
た
の
は
中
央
区
・
中
央
ガ
ー
ル
ズ
！

　
そ
し
て
、
東
住
吉
区
・
今
川
連
合
子
ど
も

会
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

た
全
選
手
の
皆
さ
ん
、
感
動
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
第
五
十
二
回
大
阪
市
各
区
子
ど
も
会
対
抗

親
善
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
は
、
熱
戦

の
末
、
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
！

　
十
月
五
日
の
開
会
式
は
、
子
ど
も
鼓
笛
隊

の
力
強
い
演
奏
で
華
や
か
に
幕
開
け
。
さ
ら

に
、
歴
代
各
区
優
勝
旗
が
並
ぶ
中
、
旭
区
・

中
宮
連
合
子
ど
も
会
代
表
に
よ
る
選
手
宣
誓

は
、
全
選
手
の
士
気
を
高
め
る
感
動
的
な
内

容
で
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
あ
い
に
く
の
雨
に
見

舞
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

ぬ
か
る
み
、
足
場
の
悪
い
状
態
で
、
水
た
ま

り
は
な
い
も
の
の
試
合
続
行
に
難
し
い
状
況

で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
悪
条
件
を
乗
り
越

え
、
粘
り
強
い
プ
レ
ー
を
見
せ
、
準
決
勝
進

出
チ
ー
ム
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
五
十
二
回
　
大
阪
市
各
区
子
ど
も
会
対
抗
親
善
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

優勝　中央ガールズ（中央区）準優勝　今川連合子ども会（東住吉区）

三位　港晴こども会（港区）三位　喜連連合子ども会（平野区）
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令
和
七
年
九
月
二
十
八
日
、
巽
東
緑
地
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
六
十
三
回
大
阪
市
各
区

子
ど
も
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
　

　
可
愛
い
鼓
笛
隊
の
演
奏
鳴
り
響
く
開
会
式
、

ど
の
チ
ー
ム
も
優
勝
を
目
指
し
て
こ
こ
に
集

ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
涼
し
い
時
間
帯
の
初
戦
か
ら
背
中
の

ゼ
ッ
ケ
ン
が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
く
ら
い
一

生
懸
命
投
球
す
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
喰
ら
い
つ

く
打
者
達
、
絶
対
ボ
ー
ル
を
こ
ぼ
さ
な
い
意

志
で
構
え
る
守
備
、
声
が
枯
れ
て
も
大
き
な

声
援
を
送
る
保
護
者
、
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
み

ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
を
繰
り
広
げ
る

様
子
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
ど
の
試
合
も
手
に
汗
を
握
る
展
開
の
中
、

優
勝
は
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
当
た
っ
て
も
強
豪

第
六
十
三
回
　
大
阪
市
各
区
子
ど
も
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

揃
い
と
呼
ば
れ
る
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
を
制
し
た
西

区
、
本
田
小
学
校
下
子
ど
も
会
チ
ー
ム
さ
ん

対
す
る
中
央
区
の
玉
造
バ
ス
タ
ー
ズ
さ
ん
も

決
勝
戦
に
相
応
し
い
大
健
闘
を
繰
り
広
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
長
丁
場
で
も
最
後
ま
で
崩
れ
る
こ
と
な
く

投
げ
切
っ
た
両
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
両
メ
ン
バ
ー

に
賞
賛
の
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。

　
一
週
間
前
ま
で
は
半
分
雨
予
報
で
し
た
が
、

無
事
決
勝
ま
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
本
当

に
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
尽
力

頂
い
た
運
営
の
皆
様
も
最
後
ま
で
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優勝　本田小学校下子ども会（西区）準優勝　玉造バスターズ（中央区）

三位　大開子ども会（福島区）三位　豊里連合子ども会（東淀川区）



6

第 63 回　大阪市子ども会育成連合協議会第 63 回　大阪市子ども会育成連合協議会
“ みんなの鼓笛隊 ” 新春フェスティバル“ みんなの鼓笛隊 ” 新春フェスティバル

　
令
和
八
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）、

ク
レ
オ
大
阪
西
・
こ
ど
も
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
「〝
み
ん
な
の
鼓
笛
隊
〟
新

春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
六
十
三
回
目
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
本
大
会
。
例
年
の
十
一
月
か

ら
一
月
へ
と
開
催
時
期
が
変
更
さ
れ

た
こ
と
で
、
前
回
を
上
回
る
分
隊
が

参
加
し
、
活
気
に
満
ち
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
第
五
・
六

分
隊
（
東
住
吉
区
・
住
吉
区
）
に
よ

る
華
や
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開

会
。
続
い
て
、
西
区
、
城
東
区
、
鶴

見
区
、
西
淀
川
区
、
中
央
区
、
生
野

区
の
各
分
隊
が
登
場
し
ま
し
た
。 

ス

テ
ー
ジ
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
時
に
楽

し
く
、
時
に
迫
力
満
点
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
ひ
た
む
き
な
努
力
と
、

そ
れ
を
支
え
る
指
導
者
の
熱
意
が
一

つ
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
出
演
者
の
皆
さ
ん
、
感
動
あ
ふ
れ

る
演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
八
月
十
七
日
（
日
）
に
京
セ
ラ

　
令
和
七
年
八
月
十
七
日
（
日
）
に
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
に
て
市
子
連
鼓
笛
隊
が
試
合
前

ド
ー
ム
大
阪
に
て
市
子
連
鼓
笛
隊
が
試
合
前

の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
演
し
ま
し
た
。

の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
演
し
ま
し
た
。

　
オ
リ
ッ
ク
ス

　
オ
リ
ッ
ク
ス  

対
　
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦

対
　
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦

の
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
鼓
笛
隊
が
、
サ

の
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
鼓
笛
隊
が
、
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
「
ド
レ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
「
ド
レ

ミ
の
歌
」
を
演
奏
・
演
技
し
ま
し
た
。

ミ
の
歌
」
を
演
奏
・
演
技
し
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
九
月
二
十
日
（
土
）
に
大
阪
万

　
令
和
七
年
九
月
二
十
日
（
土
）
に
大
阪
万

博
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
に
て
演
奏
・
演

博
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
に
て
演
奏
・
演

技
を
し
ま
し
た
。

技
を
し
ま
し
た
。

大
阪
万
博
に
出
演
！

オ
リ
ッ
ク
ス
試
合
前
セ
レ
モ
ニ
ー

に
出
演
し
ま
し
た
！
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令
和
七
年
大
阪
市
中
央
研
修
会
・
市
子
連
表
彰
式

令
和
七
年
大
阪
市
中
央
研
修
会
・
市
子
連
表
彰
式

　
令
和
八
年
二
月
一
日
（
日
）
に
中
央
研
修

会
が
行
わ
れ
、
第
一
部
は
、
森
下
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
こ
ど
も
青
少
年
局
の
中
林
部
長

か
ら
来
賓
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
会
の

活
動
に
対
す
る
労
い
と
課
題
や
期
待
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ

し
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
会
長
か
ら

受
彰
者
へ
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、「
子
ど
も
会
会
員
を
増
や
す

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
が

行
わ
れ
、
課
題
や
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
と
も
沢
山
の
意
見
が
出
さ
れ
、
会
員

の
減
少
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
し

た
。

個
人
の
部

都

島

区
　
北
原
　
裕
美
さ
ん
　
良
次
さ
ん

此

花

区
　
髙
田
　
昭
子
さ
ん
　
正
人
さ
ん

中

央

区
　
長
岡
　
一
郎
さ
ん

西
淀
川
区
　
池
田
　
　
茂
さ
ん
　
尚
子
さ
ん

淀

川

区
　
寺
田
　
　
太
さ
ん

生

野

区
　
北
山
　
泰
利
さ
ん
　
純
子
さ
ん

阿
倍
野
区
　
栗
野
　
安
利
さ
ん

住
之
江
区
　
南
木
　
　
章
さ
ん

平

野

区
　
荒
木
ひ
と
み
さ
ん
　
満
男
さ
ん

西

成

区
　
宮
武
　
美
子
さ
ん

指
導
者
組
織
の
部

港
　
　
区
　
磯
路
連
合
こ
ど
も
会

子
ど
も
会
組
織
の
部

西

成

区
　
玉
出
子
ど
も
会

（
こ
ど
も
文
化
祭
に
て
表
彰
）

　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）・

二
十
三
日
（
日
）
広
島
市
の
広
島
国
際
会
議

場
に
て
第
六
十
一
回
指
定
都
市
子
ど
も
会
育

成
研
究
協
議
会
に
十
一
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
表
彰
式
と
記
念
講
演
が
あ
り
、

気
象
予
報
士
の
勝
丸
恭
子
さ
ん
が
「
い
の
ち

を
守
る
気
象
情
報
に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
天
気
予
報
を
子
ど
も
会
活
動
に
活
か

す
た
め
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
「
平
和
文
化
の
振
興
と
変
化
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
子
ど
も
会
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
意
見
交
換
を
し
て
い
ま

し
た
。

指
定
都
市
子
連
表
彰

大

正

区
　
小
雑
賀
陽
子
さ
ん

指
定
都
市
広
島
大
会
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令
和
八
年
三
月
一
日
（
日
）
に
第
四
十
三

回
こ
ど
も
文
化
祭
が
鶴
見
区
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ご
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
三
隊
の
鼓
笛
隊
と
九
区
の
子
ど

も
会
が
出
演
し
、
演
奏
・
演
技
、
ダ
ン
ス
、

和
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
演
舞
、
創
作
劇
、
創
作

エ
イ
サ
ー
、
だ
い
が
く
・
太
鼓
、
ダ
ン
ス
・

演
劇
と
幅
広
い
内
容
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
司
会
を
担
当
し
た
市
子
連
リ
ー
ダ
ー
と
の

ゲ
ー
ム
な
ど
も
盛
り
上
が
り
、
終
始
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
今
年
度
か
ら
審
査
員
が
一
人

ず
つ
ス
テ
ー
ジ
上
で
ボ
ー
ル
を
投
票
し
て
い

く
方
式
に
変
更
さ
れ
、
一
票
投
票
さ
れ
る
毎

に
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
上
位
二
団
体
が
同
数
だ
っ
た
た

め
、
決
戦
投
票
の
末
に
最
優
秀
賞
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
各
区
子
ど
も
会
の
行
事
や
作
品
な
ど

を
紹
介
し
た
「
パ
ネ
ル
展
示
紹
介
」
も
ホ
ー

ル
一
階
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

《
舞
台
発
表
》

最
優
秀
賞

　優

秀

賞

　優

秀

賞

《
作
品
展
》

最
優
秀
賞

　
港
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

第
四
十
三
回
こ
ど
も
文
化
祭

編
集
後
記

　「
い
く
せ
い
百
三
号
」
の
発
刊
に
お

き
ま
し
て
、
事
務
局
、
広
報
調
査
部
の

各
区
部
長
様
そ
し
て
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
理

事
の
皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
発
刊
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

市
子
連
　
広
報
調
査
部

淀 川 区
北中島連合子ども会

鶴 見 区
緑連合子ども会

鶴 見 区
茨田東子ども会


